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【 通信モジュール変更のお知らせ 】 

 2013 年 10 月より HL320 の通信モジュールが HC28-J(シンテリオン)から PH8-J(シンテリオン)

に変更となりました。 

 尚、通信モジュールの違いによる本装置の寸法等の変更はございません。 

 

【 バージョンアップファイルに関するお知らせ 】 

 ファームウェアバージョンが ver. 1.33(k1.2)以降であれば、どちらの通信モジュールが内蔵され

ていても動作致します。ファームウェアバージョンの詳細については HL320 バージョンアップペ

ージをご確認ください。 

( http://www.i-netd.co.jp/products/hsdpa/hl320/ver_up.htm ) 

 

【 ver. 1.32(k1.2)以前のバージョンをお使いのお客様へ 】 

 ファームウェアバージョンが ver. 1.32(k1.2)以前の HL320には、HC28-Jが組込まれておりま

す。 

 

【 ver. 1.33(k1.2)以降のバージョンをお使いのお客様へ 】 

 ファームウェアバージョンが ver. 1.33(k1.2)以降のHL320には、HC28-Jもしくは PH8-Jのどちら

か一方が組込まれております。 

 どちらの通信モジュールが組込まれているかは、以下の方法で確認することができます。 

 

http://www.i-netd.co.jp/products/hsdpa/hl320/ver_up.htm


 

◆通信モジュール確認方法 

【 製品ラベルによる確認 】 

 筐体上部の製品ラベルに記述されている機器名称にて組込まれている通信モジュールを確認

することができます。 

 

 

 上記の様に、機器名称：HC28-J と記載がある場合、HC28-Jが組込まれています。 

 

 

 上記の様に、機器名称：PH8-J と記載がある場合、PH8-Jが組込まれています。 

製品ラベル 



 

【 動作ログによる確認 】 

 ファームウェアバージョンが ver．1.33(k1.2)以降の場合、WEB設定画面にログインし、動作ロ

グ画面にて組み込まれている通信モジュールを確認することができます。 

 

 

 上記の様に、起動後のログに“MODEM_HC28J”と表示される場合はHC28-Jが組込まれてい

ます。 

 

 

 上記の様に、起動後のログに“MODULE_PH8”と表示される場合は PH8-Jが組込まれていま

す。 

 

＜注意＞ 

 動作ログページには 100行分のログが表示されますが、それ以降は古いものから順に表示さ

れなくなります。このため、長時間連続で動作されている場合、動作ログページにログが表示さ

れないことがあります。この場合はログ読み出しにて cvs ファイルをダウンロードし、内容を確認

して頂く必要があります。 

 


